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様々なサイズの粒子は好中球に作用すると RIPK1-3-MLKL kinaseシグナルによ

る necroptosis を介した neutrophil extracellular trap が形成され、尿酸結石やシュウ

酸カルシウムによる体内での炎症機序に関与することを示した。 
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Neutrophil extracellular traps (NETs)の測定は蛍光顕微鏡での NETs imaging による

定量が主流であるが、客観性に掛けるという問題が有り、Sytox Greenを用いた

FACS での客観的な NETs 定量の方法を報告した。 

 

3. Yamamoto J, Nishio S, Hattanda F, Nakazawa D, Kimura T, Sata M, Makita M, 

Ishikawa Y, Atsumi T. Branched-chain amino acids enhance cyst development in 

autosomal dominant polycystic kidney disease. Kidney Int. 92: 377-387, 2017 

常染色体優性多発性嚢胞腎(ADPKD)において分枝鎖アミノ酸(BCAA)は mTOR

経路を活性化させることが知られている。我々は PKD モデルマウスと Pkd1 欠

失尿細管細胞を用いて BCAA、特にロイシンが mTOR 経路だけではなく、

MAPK/ERK 経路も活性化させることで、嚢胞増大および細胞増殖を促すことを

示した。 
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急性腎障害における Necroinflammationを示した報告。虚血再灌流が起こると、

はじめに虚血により尿細管細胞が CypD や RIPK を介した programmed cell death

が起こり、ついでその necrotic細胞から遊離された DAMPs が好中球の遊走と

NETs 形成に関わり、病態が進展していくことを示した。 
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様々な疾患で好中球免疫システムである Neutrophil extracellular trap (NETs)が、病



態の増悪に関与することが報告されてきたが、NETs を in vivoで評価するスタン

ダードな方法はない。In vivo での NETs 同定について既報を参考にまとめ、それ

ぞれの方法や長所・短所を批評した。 
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